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◆

冨
田
・
長
谷
川チ
ー
ム

世
界
十
二
位

◆

北
村

・
木
本
チ
ー
ム

世
界
十
七
位

平
成
１７
年
７
月
１３
日
ヽ
１７

日

に
か
け

て

ロ
ボ

カ

ッ
プ

２
０
０
５
大
阪
世
界
大
会
が

イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
の
会
場

に
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
世
界
大
会
に
出
場
で

き
る
資
格
は
大
変
難
し
く
、

我
が
機
電
生
は
そ
の
難
関
を

く
ぐ
り
ぬ
け
て
世
界
大
会

ヘ

の
出
場
を
勝
ち
得
た
．

す
こ
し
そ
の
経
緯
を
追

っ

て
み
る
と
、
ま
ず
平
成

１７

年
３
月
２６
ロ
ロ
ボ
カ

ツ
プ
ジ

ュ
ニ
ア
関
西
大
会
に
機
電
生

５
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。
内

３
チ
ー
ム
が
日
本
全
国
大
会

に
出
場
す
る
資
格
を
獲
得
し

た
。
こ
の
全
国
大
会
は
５
月

３
日
か
ら
５
日
の
間
、
東
京

の
日
本
科
学
未
来
館
で
開
催

さ
れ
た
．
こ
の
日
本
全
国
人

会

の
競
技
を
経
て
特
別
推
薦

で
世
界
大
会
に
出
場
．
ジ

ュ

ニ
ア
　
レ
ス
キ

ュ
ー
の
部
に

お

い
て
表
記
の
立
派
な
成
績

を
残
し
た
，

冒
頭
の
４
名
の
機
電
生
と

一
九
と
な

っ
て
取
組
ん
で
こ

ら
れ
た
数
職
員
、
学
友
に
対

し
て
心
か
ら
故
意
を
表
し
ま

す
。
必
ず
や
遠
く
な

い
将
来

各
種
の
ロ
ボ

ッ
ト
が
工
場
や

家
庭
の
中
で
多
く
の
役
日
を

は
た
し
て
い
る
時
代
に
な
る

で
し
ょ
う
．

昭
和
３４
年
機
電
科
創
設
の

趣
旨
が
こ
の
よ
う
に
現
実
化

し
て
き
て
お
り
、
当
時
の
学

校
関
係
者

の

「
先
見

の
明

一

に
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

さ

、́

皆
さ
ま
ご
存
知
の
通

り
機
電
科
の
新
入
牛
募
集
は

３
年
前
よ
り
機
械
科
と
総
合

し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
後

期
で
所
属
の
科
が
決
定
す
る

わ
け
で
す
が
、
機
電
科
の
人
気

は
相
当
高
い
も
の
が
あ
る
と
問

い
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
希
望

を
抱
い
た
機
電
生
、
皆
と

一
味

違
つ
た
機
電
生
の
将
来
の
活
躍

に
期
待
す
る
も
の
が
大
で
あ

り
ま
す
．

（技
術
商
社
マ
ン
と
し
て
世
界

を
飛
び
廻
コ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
よ
り
）

平
成
十
七
年
六
月
十
八
日

に
新
大
阪
の
メ
ル
パ
ル
ク
大

阪
で
開
催
致
し
ま
し
た
．

ま
す
　
総
会
は
岩
地
崩
非
会

会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
前
非

会
の
活
動
報
告
と
会
計
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
．
次
に
新
し
く

谷
泰
明
氏

（昭
和
４４
年
卒
）
の

副
会
長
の
就
任
と
今
年
度
よ
り

萌
芽
会
運
営
の

一
助
と
し
て
部

会
費
２

０
０
０
円
の
新
設
の

議
事
業
件
が
満
場

一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
．

引
続
き
機
械
電
気
科
高
田

科
長
よ
り
機
電
科
の
近
況
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

第
２
部
と
し
て
ム
′
年

の
懇

朝
“
人
ム
れは
〓
”
日風
＾
ム
、　
全
［薇一
人
ム
こヽ

３
部
会
が
初
め
て
合
同
で
懇

親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
他

科
の
懐
か
し

い
同
窓
生
の
顔

も
見
ら
れ
盛
大
裏
に
終
了
し

ま
し
た
．

今
年
の
総
会
　
懇
親
会
は

気
分
も
変
え
て
梅
日
の
会
場

に
て
白
羊
会
と
合
同
開
催
致

し
ま
す
。

同
級
生
を
誘

い

合

つ
て
ご
参
加
下
さ
い
．

皆
さ
ん

へ
の
お
知
ら
せ
で

す
が
　
機
電
科
の
立
上
げ
の

頃
か
ら
　
数
え
き
れ
な

い
ほ

ど
の
機
電
生
を
見
守
り
育
て

て
く
れ
た
高
橋
昭
次
先
生
が

こ
の
３
月
末
Ｈ
で
も

っ
て
退

職
さ
れ
ま
し
た
。
兄
貴
的
な

存
在
と
し
て
い
ぶ
し
銀
の
よ

う
な
先
生
で
し
た
。
本
当
に
長

い
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
■
尚
橋
先
生
の
住
所
と
電
話

番
号
は
次
の
通
り
で
す
．

〒

５

４

４

　

０

０

３

１

大
阪
市
生
野
区
鶴
橋

●
０
６
（６
７
１
７
）
３
８
７
０

尚
浪
速
工
業
会
の
返
信
葉

書
に
出
欠
を
必
ず
ご
返
事
く

だ
さ

い
。
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

都
工
機
電
生

ロ
ポ
カ
ツ
プ
２
０
０
５

大
阪
世
界
大
会
出
場
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第 26回崩芽会総会・懇親会のお知らせ
(機械電気科卒業同窓会 )

(日 時〕 平成 18年 6月 11日 (日 )11 30～ 14:30

(場 所〕 ガーデンシティクラブ大阪 大阪市北区梅田 2-5‐25
TEL 06-6343‐7770

」R「大阪」駅より徒歩約 5分、

(会 費〕 S3,～ H5■は¥8000-  H6～ Hll■ は¥5000-
H12～ 1117卒は¥4000-  H18卒 (新卒)は ¥2000-

l・l級生を誘い合ってご参加卜さい 参力n者は、
1浪速工業会報同封の・F‐ l.‐ハガキ、
,前芽会メール

`電
話 (岩地萌芽会長又はクラス幹事)

● FAX(岩 地蒻芽会会長自宅 0669621997電 話も同じ,

にてお中し込み下さい |

出欠にかかわらす 5月 3111までにご返信 ドさい 1

前芽会の運営が深刻になってきておりま丸

会費納人、総会参加、広告掲載に、お力添え

を頂けないでしようか。

ご協力のほどよろしくお願い中し Lげま丸

●都エホームページ

http:″ www ocec 80,″m yak。lma/m yako him

●萌芽会メ→レアドレス

houga― ka10mal goo neip

|   このアドレスに携帯電議 パツコンのどちらからでも  |
:   メールが出せま魂                  |
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崩
芽
人え
ム
長

岩
地
　
馨

昭^
和
四
卜

一
年
卒
）

前
芽
会
会
員
の
皆
様

益
々

ご
健
勝
の
り
と
お
墜
び
中
し

あ
げ
ま
す
。
平
素
よ
り
浪
速

工
業
会
、
並
び
に
我
萌
茅
会

に
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
　
こ
こ
ろ
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

蒻
芽
会
の
財
政
は
十
六
年

度
よ
り
赤
字
に
な
り
、
蒻
芽

会
の
運
営
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

何
■
萌
オ
会
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
を
戴
き
今
後
の
会
の

運
営
を
軌
道
に
の
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

今
年
度
よ
り
年
二
千
円
の

部
会
費
に
是
非
と
も
ご
協
力

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
封
致
し
ま
し
た
郵
使
振

替
払
込
用
紙
に
て
納
付
お
願

い
致
し
ま
す
。

さ
て
今
年
度
の
前
年
会
総

会
は
、
機
械
電
気
科
と
は
、

兄
弟
の
科
で
あ
り
ま
す
白
羊

人
員

機
械
科
卒
業
上
部
会
）
と

合
同
に
て
懇
親
会
を
持

つ
事

に
な
り
ま
し
た
．
別
掲
詳
細

萌
芽
会
部
会
費

十
八
年
度
よ
り

会
員
の
皆
様
の

浄
財
を

案
内
を
ご
覧
下
さ
い
。
参
加

の
お
申
込
み
は
浪
速
工
業
会

事
業
参
加
の
申
込
み
ハ
ガ
キ

に
記
入
し
て
ド
さ
い
。

都
工
百
周
年
に
向
け
て
多

数
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
、

各
方
面
で
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
折
り
申

し
上
げ
ま
す
。

田
先
生
は
、
こ
の
問
本
科
の

施
設
設
備
の
充
実
と
し
て
、

プ
リ
ン
ト
基
板
作
製
装
置
の

設
置
や
職
員
室
横
の
暗
室
の

整
備
な
ど
、
ま
た
、
授
業
、

実
習
で
の
、
■
足
歩
行

ロ
ボ

ッ
ト
の
導
入
、
ロ
ボ
カ

ッ
プ

ン゙
ュ
ニ
ア
の
ロ
ボ

ッ
ト
競
技

会

へ
の
参
加
な
ど
数
え
切
れ

な

い
ほ
ど
本
科
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
早
く
、

体

の
調
子
を

戻
さ
れ
、
元
気

に
な
ら
れ
る
事
を
析

っ
て
お

り
ま
す
後
任
と
し
て
、
再
び
、
私

が
引
き
受
け
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
高

田
先
生

の
よ
う

に
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
事
を
こ

な
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
科
の
発
展
に
誠

意
を
持

っ
て
努
力
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願

い
申
し
Ｌ
げ
ま
す

次
に
料

の
近
況
を
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
．

昨
年
人
月
、
私
と

い
っ
し

ょ
に
三
年
生
の
担
任
を
し
て

い
ま

し
た
西
岡
祐
司
先
生

が
突

然

お
亡
く
な
り

に
な

り
ま
し
た
。
西
＝
先
生
は
、

平
成
十

一
年
４
月
に
東
淀
■

業
高
等
学
校
よ
り
本
校
に
着

任
さ
れ
、
本
科
の
担
任
、
出

向

生^
徒
会
）な
ど
を
膠
任
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
の
機
械
電
気

科
の
中
核
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
た

い
先
生
で
し
た

が
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
．
先
生

の
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
平
成
十
五
年
度
よ

り
新
し
い
構
想
で
ス
タ
ー
ト

し
た
生
徒

の
募
集
形
態

（機

械
　
機
械
電
気
群
の
総
合
募

集
）
が
、
本
年
度

で
４
年
日

に
な
り
ま
し
た
。
現
二
年
生

は
、
昨
年
後
期
か
ら
優
秀
な

五
卜
ｔ
名

の
生
従
が
所
属
し

て
い
ま
す
．

こ
の
新

し

い
募
集
形
態

で
入
学
し
た
生
徒

の
始

め

て

の
卒
業

生

で
あ

る
平
成

十
七
年
度

の
卒
業
生

（
ａ
組

担
任
生
駒
純

一
、
ｂ
組
担
任

坂
原
　
登
先
生
　
故
西
側
祐

司
先
生
）
五
十

一
名
は
、
二
¨

月
三
日
、
大
き
な
夢
と
希
望

を
も

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。
各

企
業
に
お

い
て
、
団
塊
の
世

代
の
退
職
者
を
見
込
む
補
充

や
技
術
　
技
能
の
伝
承
な
ど

で
昨
年
度
よ
り
は
、
求
人
件

数
が
増
え
、
逆
に
　
生
徒
数

の
減
少

の
中
、
担
■
の
先
生

方
の
ご
努
力
と
、
卒
業
生
の

を
聞
に
よ
り
、　
一
般
企
業
就

職
二
十

一
名
、
高
専
編
入
を

合
め
た
進
学
者
二
十
二
名
、

専
門
学
校

一
名
、
公
務
員
四

名
、
自
営
　
そ
の
他
二
名
と

い
う
進
路
状
況
で
し
た
。
各

方
面
に
お

い
て
、
先
輩

の
ご

指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
視
野
を
広
げ
、

進
路
意
識
の
高
揚
の
た
め
、

科

の
行
事

と
し

て
工
場
見

学
、
Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
卜
七

年
は
、
二
月
十
八
日
（水
）
午

後
に
浪
速
工
業
会
理
事
　
蒻

茅
会
々
長
の
岩
地
馨
様
、
浪

速
工
業
会
評
議
員
の
高
橋
数

隆
様
は
じ
め
七
名
の
先
輩
方

に
現
在
社
会

の
状
況
　
社
会

人
に
な
る
た
め
の
心
構
え
等

お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

世
話
に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
度
は
二
月

十
六
日
（火
）
の
午
後
に
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
後
輩

の
た
め
に
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

昨
年
も
総
合
優
勝
を
め
ざ

し
、
生
徒
　
験
員
が

一
九
と

な

っ
た
都

■
祭
体
育

の
部

は
、
十
月
二
十
二
日
に
行
わ

れ
、
惜
し
く
も
総
合
優
勝
を

達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
本
科
の
応
援
披
露

に
お

い
て
、
ス
タ
ン
ド
に
集

合
し
た
生
徒
達
は
、
人
数
で

は
少
し
蔵
し
く
感
じ
ま
し
た

が
、　
一
致
同
結
し
て
、
手
拍

子
や
振
り
が
揃

っ
て
お
り
、

立
派
に
披
露
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
年
は
十
月
■
四
日

（Ｉ
）
で
す
。
文
化
の
部
は
、

十

一
月

二
十
五
日

（
土
）
～

二
十
六
日
（日
）
に
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、
後
輩
達

の
活
躍
を
見
に
来
て
頂
け
れ

ば
幸

い
で
す
。

二
年
生
修
学
旅
行
に
つ
い

て
は
、
今
年

の
二
月
に
長
野

県
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
で
思

い
で
深

い
体
験
を
し
て
き
ま

し
た
。
昨
年

と
同
し
く
、

Ｍ
　
Ｍ
Ｅ
　
Ｒ
の
３
料
で
団

を
組
み
行
き
ま
し
た
。
パ
ウ

ダ
ー
ス
ノ
ー
で
■
質
が
よ
く

生
徒
達
に
は
非
常
に
好
評
で

し
た
。

さ
て
対
外
的
に
は
、
料
の

専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
参

加
し
た
大
き
な

ロ
ボ

ッ
ト
競

技
会
で
優
秀
な
結
果
を
出
す

事
が
で
き
ま
し
た
。

・Ｏ
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
ｉ

Ｏ
〇
五
大
阪
世
界
大
会
ジ
ユ
ニ

ア
レ
ス
キ
ュ
ー
セ
カ
ン
ダ
リ
ー

世
界
第
―
二
位
、
第
十
し
，

（平
成
十
七
年
七
月
）

２
第
五
回
レ
ス
キ

ュ
ー
ロ

ボ

ツ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
第

一
位

『
ベ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
賞
」

『
ベ
ス
ト

ロ
ボ

ッ
ト
賞
』
受

賞

（
平
成
十
七
年
八
月
τ
ヽ

れ
に
よ
り
、
大
阪
市
教
育
長

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
生

徒
達
の
頑
張
り
の
結
果
で
あ

り
、
科
に
と

っ
て
は
誠
に
誉

れ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
六
月
十

一
日
（日
）

（梅
田
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

ク
ラ
ブ
大
阪
に
て
）
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
、
第
ニ
ト
六

回
蒻
芽
会
総
会
　
懇
親
会

の

時
に
お
日
に
か
か
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

崩
茅
会
々
員
議
氏
の
今
後

の

ご
健
勝
と
、
ご
発
展
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
．

科

長

挨

拶

機
械
電
気
科科
晨

生
駒

純

一

前
芽
会

々
員
の
皆
様
に
は

益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
に

げ
ま
す
．

さ
て
、
平
成
十
五
年
度
よ

り
昨
年
度
ま
で
二
年
間
、
機

械
電
気
科
の
科
長
と
し
て
科

の
発
展
や
職
員
の
ま
と
め
役

で
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た

高
田
好
男
先
生
が
体
の
調
子

を
用
さ
れ
、
任
期
途
中
で
す

が
、
科
長
を
辞
退
さ
れ
ま
し

た
　
非
常
に
残
念
で
は
あ
り

ま
す

が
、
体

の
事

で
も

あ

り
　
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
．
高

廟芽会事業部よりお知らせ

浪速工業会事業に前芽会事業を共催する形で今年

も左記事業に参加を募集致しま魂 参加申込は、浪速

工業会会報同封の総会返信ハガキにてお申し込み下

さい。蒻芽会事業を単独では難しい状況もあり、是非

多数のこ参加お待ちしておりま魂

理事長杯争奪ゴルフコンペ

【曰 時】平成18年 10月 4日 (水)
〔会 場】奈良の社ゴルフクラフ
【参加費】,7000円

(ブレー費、会食、商品代込み〉

懇親ボウリング大会

1日 時】平成18年 7月 16日 (日 )
I会 場】ボウリメート京橋
【参加費】大人4000円
小学生以下3000円
(プレー贅、会食、商品代込み)
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ｂ
組
担
任

二
年

ａ
組
担
任

ｂ
担
担
任

藤
澤
正
樹

伊
原
　
登

鈴
村
恵
子
（東
語
）

高
橋
昭
次
先
生
に
は
、
再

任

で

一
年

間
、
特
別
嘱
託

と
し
て
　
年
間
　
お
世
話
に

な
り
ま

し
た

が
、
本
年

三

月
末
で
任
期
満
了
に
な
り
ま

し
た
．
本
枝
　
本
科
発
展

の
た
め

に
ご
尽
力

下
さ
り

あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま

し

た
　

な
お
、
高
橋
先
生

に

は
　
引
き
続
き
、
非
常
勤
講

師
と
し
て
　
本
科
の
教
科
指

導
な
ど
で
お
世
話
に
な

っ
て

い
ま
す
．
ま
た
、
鷲
見
降
先

生
に
は
、
特
別
嘱
託
と
し
て

本
年
度
も
引
き
続
き
本
科
の

教
科
指
導
な
ど
で
お
世
話
に

な

っ
て
い
ま
す
．
木
校
電
気

科
十
二
年
度
卒
業
生
の
大
西

光
先
生
が
、
本
年
四
月
よ

り
め
で
た
く
教
諭
に
昇
任
さ

れ
故
西
同
先
生
の
後
任
と
し

て
　
本
校
機
械
電
気
科
に
着

任
さ
れ
ま
し
た
。
人
西
先
生

は
、
本
校
電
気
電
子
工
学
科

の
実
習
助
手
と
し
て
昨
年
度

ま
で
四
年
間
、
本
校
企
投
並

び
に
電
気
電
子
工
学
科
の
実

習
等
で
ご
指
導

い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
は
本
校
　
本
科

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ

い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
機
械
電
気

科
は
、

つ
ぎ
の
職
員
で
生
徒

の
指
導

に
当
た
り
ま
す
．

（故
称
略
）

科

長
　
　
　
　
生
駒
純

一

〓
軍

ａ
組
担
任
　

渡
壁
暢
彦

（理
科
）

Ｍ
Ｍ
Ｌ

（
一
年
の
み
前
期
は
機
械
　
機
械

電
気
群
で
共
通
履
修
）

一
年

３
組
担
任

　

小

林

　

登

一
年

副
担
任
　

　

坂

原

　

登

高
田
好
男

（教
務
課
）　
　
大
西
　
光

（教
務
課
）　
　
小
山
佳
則

（敦
務
課
）　
　
近
藤
勇
気

特
別
嘱
託
　
　
鷲
見
　
隆

非
常
勤
講
師
　
高
橋
昭
次

高
校
生
活
二
年
を
無
事
に

，

）
過
ご
し
て
、
振
り
返

っ

て
し
っ
く
り
思
い
返
す
と
、
と

て
も
充
実
し
た
二
年
間
だ
っ
た

と
思
え
て
き
ま
し
た
。

一
年
生
の
時
は
、
新
人
生
と

し
て
先
輩
方
か
ら
、
個
人
的
に

文
は
、
ク
ラ
ブ
等
で
大
切
に
し

て
も
ら
い
　
授
業
面
で
は
初
め

て
の
工
業
の
専
門
科
日
を
体

験
し
、
〃
惑
い
な
が
ら
も
周
り

の
知
ら
な
い
人
達
と
助
け
介

い
、
友
連
と
し
て
絆
を
深
め
ま

し
た
。
二
年
生
の
時
は
、
ク
ラ
ス
林

え
等
を
し
て
、
一
年
の
時
に
友

と
な

っ
た
子
と
離
れ
て
し
ま

い
、
少
し
寂
し
い
気
持
ち
に
さ

せ
ら
れ
た
り
、
二
年
な
の
で
、

二
年
生
か
ら
伝
統
を
習

い
、

又
、
後
輩
に
伝
え
る
役
に
な

り

忙
し
く
も
、
と
て
も
意
味

の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
年
生
は
、
こ
れ
か
ら
の
自

分
達
の
為
に
就
職
や
進
学
と

い
っ
た
個
々
の
道
を
決
め
希
望

の
道
へ
行
け
る
よ
う
に
友
や
先

生
方
と
助
け
合
い
、
希
望
を
か

な
え
ま
し
た
。

私
は
こ
の
都
工
で
、　
一
般

の
勉
強
や
工
業
科
の
勉
強
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
三
年
間

一
番
学
ん
だ
の

は
、
人
間
と
し
て
の
道
徳
だ

っ
た
と
思

い
ま
す
．
友
達
の

大
切
さ
　
友
達
と
の
つ
き
合

い
方
　
先
生
方
又
は
先
輩
方

へ
の
態
度
　
外
来
の
方

へ
の

態
度
　
　
　
．
言

い
出
せ
ば

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社

会
に
羽
ば
た
く
私
達
に
と

っ

て
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の

を
こ
の
部
Ｌ
で
学
ん
だ
と
思

い
ま
す
．

こ
れ
ら
の
事
は
、
た
人
関

係
の
成
立
　
ト
ラ
ブ
ル
や
、

応
援
団
で
の
上
下
の
や
り
と

り
　
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
な
人

間
関
係
の
中
で
学
ん
で
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
道

徳
を
強
く
数
え
て
下
さ

っ
た

の
は
　
去
年
な
く
な
ら
れ
た

担
任
の
西
岡
先
生
で
す
．
こ

の
人
間
教
育
は
、
西
岡
先
生

の
魂
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の

先
生
の
魂
を
受
け

つ
い
で
、

私
達
は
力
強
く
社
会
に
に
羽

ば
た

い
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
．
支
え
て
く
れ
た
友
達
、

指
導

し

て
下
さ

っ
た
先

生

方
　
先
輩
方
、
そ
し
て
西
岡

一ｂ
　
組

明

城

拓

也

石

回

祐

規

人

伏

品

也

嘉

島

根

和

北
　
村
　
　
　
健

北

村

尚

之

木

本

典

秀

木
和
＝
　
慎
　
平

島

本

将

敏

田

中

裕

之

寺

西

慶

弘

中
　
嶋
　
　
　
誠

西
　
丼
　
翔
太
郎

野

間

拓

哉

早

川

季

節

早

川

秀

輝

藤

田

将

文

古

市

裕

輝

星

川

明

仁

前

日

英

祐

道

山

品

奈

官

田

隼

人

森
　
口
　
貴
　
博

森

本

翔

太

和

―――

宇

司

『新
卒
業
生
の
言
葉
Ｖ

‥

な

ａ
粗
　
増
村
　
和
也

こ
の
よ
う
に
都
工
の
二
年
間

　

先
生
．

と
は
、
忙
し
く
も
充
実
し
て
い
　
　
「
あ
り
が
と
う
。

一

た
と
思
い
ま
す
。

従
来
よ
り
　
蒻
ナ
会
，
員

一
同

会
資
増
収
並
び
に
運
営
費
の
削
減
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
ご
報
告
の

と
お
り
運
営
費
が
赤
字
と
な
り
、
現

在
三
四
、
〇
一
四
円
を
立
替
頂

い
て

い
ま
す
．

こ
の
ま
ま
で
は
、
崩
芽
会
の
運
■

が
成
り
立
た
な
く
な
つ
ま
す
．
誠
に

心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
他
部
会
に

な
ら
い
廟
芽
会
部
会
費

の
創
設

（年

会
費

二

〇
０
０
円
）
を
お
願

い
致

し
た

い
と
存
じ
ま
す
．

こ
れ
に
伴

っ
て
　
崩
芽
会
会
則
の

改
訂
を
以
下
の
と
お
り
■
案

い
た
し

ま
す
．

現
会
則

（経
費
）

第
１５
条
　
本
会
の
経
費
は
浪
速
工
業

会
避
元
金
　
寄
付
金
な
ど

を
之
に
当
て
る
．

改
訂
案

（経
費
）

第
１５
条
　
本
会
の
経
費
は
浪
速
工
業

会
還
元
全
、
年
会
資
、
寄

付
金
な
ど
を
之
に
当
て
る
．

第
５
回
１７
年
度
総
会
に
て
右
記
の

通
り
前
す
会
部
会
資
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
．
Ｂ
年
度
よ
り
お
願
い

申
し
Ｌ
げ
ま
す
．

平
成
十
八
年
度

新
会
員
紹
介

（平
成
１８
年
３
月
３
Ｈ
現
在
）

一ａ
　
組

横 横 豆増 藤 福 春 原野 西 中辻 日高杉 佐 佐黒 国國 金柿 尾 岡秋 青

田 田多村 倉丼 也 野副 川 野 本頭 橋 原 山竹 岩友方 森 木崎 本 元 山

弘
　
殿

春
　
輝

武
　
史

憲
　
太

展
　
孝

浩

一
郎

大
　
輔

豪
　
士

俊
　
多

宏
　
之

文
　
彦慧

弥
　
平

恵
　

一

亮
治
郎

幹
起
彦

育
　
宏

裕
　
介

雅
　
之翔

勇
　
輝

拓
　
郎

和
　
也

弘
　
規

純

　
一

佑
　
輔

●
進
路
先

就
　
職

公
務
員

進
　
学

専
門
学
校

自
　
営

未
　
定

２‐
名

３

名
２２
名

１

名

１

名

３

名

計

５‐
名

会費振込みの厳しい中、下.dの会員の

方より浪速工業会会報の広告募集に御

協力頂きました。有難うございま丸

(敬称略)

谷 泰明 (S44年卒)(申込順)
高橋数隆 (S39年卒)目標金額 ¥89000
川口寿通 lS40年つ 申込金額 ¥110000

和日功実 (S63年卒)達成率  1236%

1贅働会員(17年度)
十年会費30000以上

株式会社南武製興

和口功実 (S63年卒)
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幹 事   ■野 紘― 1

(役 職)   (氏   名 )
理 事   川口 寿通
 ́   谷  泰明
夕    橋本 聖史
参 議   千葉 麟夫
 ́   馬渕 政治
 ́ 1  川口 難通
″     安養寺哲夫
欝麟員   高橋 数機
ク    岩地  馨

賛助会農

大久保和行

山同 元修
■島  菫
後藤  武
岩本 尋志
和田 功実
山根 隆二
杉本 大樹
和国 功実

S41

S41

S49
S56
S6ib
S63b
H9b
H12a
S63b

(役 職)

幹 事
(氏  名)  (卒 年 )
平田 克彦  S37
馬濃 敏治   S38
′卜原  正オI    S39
由露 義熙   S40
岩地  馨   S41
山本 隆男   S42
安養寺哲夫   S43
今井  進   S44
畠伸  聡   S45
山崎 籠行   S46

=城
 洋一   S47

藤咲  猛   S48
中島  聖   S49
4ヽ 野    寛    S50
11原  正一   S51
畑露 敏昭   S52
是松  繁   S53
酒丼  宏   S54
森本 雅■   S55
全本 春尚   S56
中口 淳二   S57
竹野 泰幸   S58
浦野 高清   S59
議尾 孝患   S60
稲村 信男   S61a
岩本 尋志   S01b
斉藤 陽―   S62a
谷猥 哲t  S62b
中川 浩―   S63a
秋吉 孝―   S03b
尾崎 充紀   Hla
壺崎 溝弘   Hib
松谷  勝   H2a
星野 威之   ■2●
荒川 淳―   H3a~福
丼 舅治   H3b
山口 ■二   H4a
戸羽 竹伸   H4b
池辺  直哉   H5a
志オチ 剛宏   H5b
西原  学   H6a
杉本 良晃   H6●
村尾 浩司  H7a
吉田 太―  H7b
坪田 隆唆   H8a
大山 昌鶴   H80
イ山太  隆志    H9a
山根 隆二   H9b
市オ寸    圭    H10a
芽野 貴尚   R10b
山根 香織   Hl18
小池  勇   H¬ b
杉本 大樹   H12a
71ヽ 瀬  正之    H12b
山本 光貝l  H13a

1

(氏  名)  (卒  年 )
岩地  馨    S41
谷  ‐泰明   I S44
後藤  武    S56
久詰 祐和    S6,
橋本 聖史    S46
山授 隆二    H90
岩本 尋志   S61b
中島  聖   S49
大久保和行    S41
■栞 晴夫    S37
馬法1 敏治     S38
川口 寿轟   S40

澤丼 吉明
船瀬 真生
村騒憲太郎

麻田 裕希
岡崎  彰
濱口 巧―
綱本 峻大
増村 和也
前日 英祐

H13b
H14a
H14b
H15a
H15b
H16a
lt1 6b

H17a
H17b
H18a
H180

年

４。

４４

４６

３７

３８

“

４３

３９

“

卒

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

(役 職)

会 長
機,会長

扇1会長

関東支部

総務部長

事業部長

編集部長

会計部長

会計監査

顧 簿

⑤

０

０

０

新
緑
た
け
な
わ
の
候
　
全
員
の
普

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
　
ま
す
ま
す

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
睫

び
中
し
上
げ
ま
す

さ
て
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納入者140名 前年122名 18名増 萌芽会会員対比622%
平成,8年度浪速工業会会報 (133号 )に て 会費納入者御芳名別掲

平成17年 3月 31日 現在 前芽会会員 2.249名 .内住所判明者1541名

今年度も230名以上の会貴納入自博で頑張りますので 会賣 3000円 の振り込み
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収 人の 部 支出 の 部

項   目 0 額 項   目 金 額

育1年 度 繰 越 金
第 2511総 会 1又 人
浪速「 業会会イヤ還元金
:良速「茉会会報広:,還 元金
浪逆 1:業 会名情呟占還lt令

浪速「 業会責」J会員還,こ金

,業 生 会 員 会 費
浪 L会会報広ri未収立替金

浪「会会報広告■青金収人

会員交流会会費差引き収入

運 営 贅 立 替 金

0

192000
134000
4,50
0

5000
35700
0

30.000

20684
188240

前キ会会報第20号 発行費
第 25回 総 会 会 場 貿
浪速「 業会事業参

加費
他 部 会 ,業 参 珈1費
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費

費

費

費
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35700
258,000

40000
40000
21684
12477
45450
12000
26,480

30084
24675
30,000

34024
0

合   計 610574 合   計 610574

納入宣しく御願いいたします.部会責 2000円 もお願いします


